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∴∵÷∴∴予言∴　一 

「要。憂o憂……」帥小学校プ‾ルで7月舶

＊　8　月の税金　＊．

町　県　民　税（第2期）　国民健康保険税（第2期）

納期　8月16日（木）－31日（金）　　　納期　8月16日（木）－31日（金）

こ　の　社　会　　ゐ　な　た　の　税　が　　生　き　て　い　る
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委

員

ー中央公民館図書室－
一般向け

・ビーターバ／シンドローム

◆篤実のシソミ鑓庫浅
●ゲートボール入門

・値臓の風俗史
．天下東庄の政子ちゃん
・お寺と上手く二つ8あう？虫

・美しい郎履シリーズ

・兜と女の交‡壷点
・女の鏡
・免田栄欺中絶
・山本周五郎小‘悦館
・爆傷英機暗殺の東（」・F〉
・西鉄ライオ／ズ慮斑標的の内裏

児章向くナ
・日本の猟全館
・のりもの写具シリーズ6粗　」基

スク‾ルカット金持8替　　　　　　　　　　　　マールは

二どひろく絵本ンi）－ズ　　　　　　　　　　　　鰭崎書店

諒28回授章感想圃緑地図書仝14冊
まんか0本の鯉史ンil－ズ全20番　　　　　　　　小学館

日本名偶別郷土史科事典47老　　　　　　　　　　人支社
かはらし料亭シリーズ　　　　　折井英治著　大日本図書
秋の絵本（日本の呪歌より）1．2魯∴∴∴∴芥川也寸志（質

他心十冊
夏休みです。図書重へ乗でみませんかi

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

遠
賀
町
長
　
柴
　
田
　
貫
　
蔵

暑
中
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
。

酷
暑
の
候
、
皆
様
方
に
は
ま
す

ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

本
年
は
、
町
制
施
行
二
十
周
年

に
あ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
の
記
念
行

事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
春
に

は
子
供
ま
つ
り
を
中
心
と
し
た
春

ま
つ
り
を
盛
大
に
挙
行
し
ま
し
た

が
、
夏
に
は
盆
お
ど
り
大
会
を
中

心
と
し
た
夏
ま
つ
り
と
し
て
、
記

念
式
典
を
は
じ
め
イ
カ
ダ
競
争
、

町
民
音
頭
発
表
会
、
盆
お
ど
り
大

会
、
歌
謡
ワ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
、
小

中
学
校
合
同
運
動
会
等
々
、
町
民

が
全
員
参
加
出
来
る
よ
う
盛
り
沢

山
の
催
物
を
用
意
し
、
前
夜
祭
と

し
て
各
穂
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、
カ

ラ
オ
ケ
大
会
、
サ
マ
ー
ポ
ッ
プ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
等
も
や
る
予
定
に
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
秋
に
は
町
民

体
育
祭
を
中
心
と
し
た
秋
ま
つ
り

を
計
画
し
、
今
後
遠
賀
町
の
三
大

ま
つ
り
と
し
て
定
着
さ
せ
て
ゆ
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

駅
南
の
総
合
運
動
公
園
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

の
利
用
は
ま
す
ま
す
そ
の
利
用
度

を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度

は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
弓
道
場
建
設

に
も
着
手
し
、
秋
に
は
完
成
す
る

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
特
に
カ
を
入
れ
て

お
り
ま
す
心
の
健
康
づ
く
り
に
お

き
ま
し
て
は
、
青
少
年
育
成
町
民

会
議
、
同
区
民
会
議
を
中
心
に
各

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
ご
協
力
の

も
と
に
着
々
と
成
果
を
あ
げ
て
お

り
ま
す
。

一
方
本
年
度
か
ら
，
豊
か
な
心

を
育
て
る
施
策
推
進
モ
デ
ル
町
〟

と
し
て
文
部
省
の
指
定
を
受
け
、

八
月
に
は
推
進
協
議
会
を
発
足
し

て
町
民
こ
ぞ
っ
て
の
心
身
共
に
豊

か
な
健
康
づ
く
り
を
強
力
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
の
財
政
再
建
に
伴
な
う
臨
時

行
政
改
革
推
進
審
議
会
の
地
方
行

革
推
進
報
告
等
は
大
変
さ
び
し
い

内
容
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

皆
様
の
期
待
に
添
う
べ
く
一
段
と

努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
全
町
民
の
一
層
の
ご

協
力
を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で

す。
暑
さ
き
び
し
き
折
、
町
民
の
皆

様
に
は
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し

ます。

農
業
委
員
会
委
員

新

メ

ン

バ

ー

で

ス

タ

ー

ト

農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

ぅ
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
公
選
委
員

十
人
と
、
町
長
が
選
任
す
る
委
貝
三
人

（
農
協
推
せ
ん
一
人
、
議
会
推
せ
ん
二

人
）
の
合
計
十
三
人
が
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
七
月
二
十
三
日
の
初
委
員
会

で
は
会
長
に
添
田
年
寄
氏
、
副
会
長
に

和
田
共
生
氏
が
連
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
農
業
委
員
会
費
貝
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

会
　
長
　
添
田
　
年
輩
（
老
良
）

副
会
長
　
　
和
田
　
共
生
（
別
府
）

県
授
業
会
議
1
号
議
員

添
田
　
年
季

石
松
　
守
（
上
別
府
）

小
野
　
邦
雄
（
若
　
松
）

中
西
　
孝
一
（
尾
　
崎
）

純
手
　
武
重
（
虫
生
津
）

村
田
　
征
規
（
木
　
守
）

井
口
　
晴
彦
（
鬼
　
津
）

村
田
一
夫
（
浅
　
木
）

松
本
　
義
己
（
浅
　
木
）

桑
　
　
朝
生
（
鬼
　
津
）

柴
田
征
一
郎
（
今
古
賀
）

古
墳
　
文
麿
（
広
∴
淀
）



第344号

煽水チェック

潮
鑑
綺
綾
瀬
瀦
嫌
靭
繕
問

人
間
に
と
　
っ
　
て
水
と
は

人
間
に
と
っ
て
水
と
は
何
か
。
今
回
も
気
軽
な
話

題
を
い
く
つ
か
お
届
け
し
ま
す
。
新
し
い
水
道
の
イ

メ
ー
ジ
作
り
に
役
立
て
ば
幸
い
で
す
。

蒸
気
は
雨
や
あ
ら
れ

雪
と
し
て
落
下
し
川

か
ら
海
へ
と
戻
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
一

郎
の
水
は
地
下
水
と

な
り
結
局
海
水
に
つ

な
が
る
流
れ
に
合
流

し
ま
す
。
と
に
か
く

水
の
循
現
に
終
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ご
存
じ
で
す
か

検
察
審
査
会

不

起

訴

に

は

日
　
大
　
の
審
査
の
目

水
　
と
　
生
　
活

苦
か
ら
人
間
は
水
の
あ
る
所
に
村
落

を
作
り
生
活
し
て
来
ま
し
た
。
そ
の
歴

史
を
た
ど
る
と
、
か
ん
か
い
の
た
め
の

土
木
工
事
が
生
活
の
原
動
力
と
し
て
登

場
し
ま
す
。
農
作
物
へ
の
水
の
供
給

は
、
今
も
変
わ
ら
な
い
人
類
の
大
き
な

仕
事
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に
水
が

魚
を
初
め
と
す
る
水
産
物
の
住
居
で
あ

る
こ
と
も
忘
れ
ろ
こ
と
が
で
き
な
い

し
、
川
や
海
を
利
用
す
る
輸
送
も
私
達

の
生
活
と
切
り
離
せ
ま
せ
ん
。

水
の
力
を
利
用
し
た
発
砲
、
カ
ッ
タ

ン
コ
ッ
ト
ン
米
を
つ
く
水
車
は
の
ど
か

な
農
村
風
寮
の
象
徴
で
し
た
。
食
品
工

業
で
の
水
は
原
材
料
の
一
つ
で
す
し
、

他
の
工
業
で
も
冷
却
用
を
は
じ
め
多
量

の
水
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
は
観
光
貴
顕
で
も
あ
り
、

有
名
な
景
勝
地
の
多
く
は
水
の
風
景
と

い
え
ま
す
。
水
に
流
す
と
い
う
こ
と
わ

ざ
が
あ
り
ま
す
が
後
始
末
も
水
が
し
ま

す
。
物
を
運
ぶ
水
の
性
質
は
人
間
の
体

の
中
で
も
家
庭
や
工
場
で
も
偉
大
な
運

搬
者
の
役
を
し
て
い
る
の
で
す
。

水

は

青

い

か

大
き
い
河
や
湖
、
海
の
水
は
背
い
色

に
見
え
ま
す
。
あ
る
人
は
空
の
色
を
反

射
し
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ま
し
た
。

し
か
し
水
は
無
色
透
明
で
す
。
光
は
七

色
混
合
で
す
が
波
長
の
長
い
赤
色
は
水

の
表
面
二
セ
ン
チ
か
ら
三
セ
ン
チ
で
半

分
位
吸
収
さ
れ
て
し
ま
い
水
深
五
〇
メ

ー
ト
ル
で
は
消
え
て
し
ま
い
ま
す
。
一

方
波
長
の
短
い
青
色
は
五
〇
メ
ー
ト
ル

の
深
さ
で
も
二
〇
％
位
残
り
ま
す
。

宵
く
見
え
ろ
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

水

は

ま

わ

る

水
の
循
現
に
は
始
め
も
終
り
も
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
地
球
表
面
の
四
分
の

三
を
占
め
て
い
ろ
海
か
ら
考
え
て
見
る

と
便
利
で
す
。
地
球
に
は
お
よ
そ
一
四

億
立
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
な

ん
と
九
七
・
二
％
が
海
水
な
の
で
す
。

後
は
二
・
一
五
％
が
氷
の
状
態
、
河
川

や
湖
、
地
下
水
な
ど
私
達
の
生
活
で
一

番
身
近
な
真
水
（
陸
水
）
は
わ
ず
か
〇

・
六
四
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
海
の
表
面

や
陸
地
か
ら
水
は
蒸
発
し
ま
す
。
海
か

ら
の
蒸
発
は
、
一
年
間
に
三
十
三
万
立

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
　
（
海
水
の
〇
・
〇
二

％
）
位
で
、
ま
た
河
川
や
湖
か
ら
は
六

万
立
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
　
（
陸
水
の
〇
・

六
七
％
）
位
の
蒸
発
が
あ
り
、
蒸
発
率

は
陸
地
が
海
よ
り
ず
っ
と
高
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
大
気
中
に
は
い
つ
も
一

万
三
千
立
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水
分
が

あ
り
ま
す
が
、
全
体
の
水
の
丑
か
ら
見

る
と
わ
ず
か
な
も
の
で
す
。
そ
し
て
水

海
は
　
巨
大
な

熟

の

貯

蔵

油

滴
の
深
さ
の
平
均
は
約
三
、
八
〇
〇

メ
ー
ト
ル
で
陸
地
の
荷
さ
の
平
均
と
比

べ
て
桁
違
い
の
大
き
な
容
蛙
を
も
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
海
水
が
地

球
上
の
水
の
九
七
・
二
％
を
占
め
て
い

る
こ
と
が
う
な
ず
け
ま
す
。

水
は
な
か
な
か
あ
た
た
ま
ら
ず
、
ま

た
さ
め
に
く
い
牲
格
を
も
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
熟
容
壷
が
大
き

い
と
い
い
ま
す
。
氷
が
水
に
な
る
と
き

や
水
が
水
蒸
気
に
な
る
と
き
は
多
出
の

熱
を
吸
収
し
ま
す
。
融
解
熱
と
か
気
化

熱
と
か
い
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
水
の

牲
質
が
気
温
の
変
化
を
少
な
く
し
、
地

球
上
の
気
温
を
一
定
の
幅
に
保
つ
こ
と

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

海
は
巨
大
な
熟
の
貯
蔵
池
と
い
わ
れ

る
わ
け
で
す
。
水
の
無
い
月
の
表
面
で

は
昼
の
気
温
が
一
一
〇
度
、
夜
は
マ
イ

ナ
ス
一
六
〇
度
と
大
き
く
変
化
し
ま

す。

検
察
審
査
会
と

は

選
挙
櫛
を
有
す

る
国
民
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
十
一
人

の
検
察
審
査
員
が
、

い
わ
ば
一
般
の
国

民
を
代
表
し
て
、

補
講
〓
胴
囲

こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
の
よ
し
あ
し
を

審
査
す
る
の
を
主
な
仕
謡
と
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

審
査
は
ど
う
い
う
と
き
に

犯
罪
の
被
薯
に
あ
っ
た
人
や
犯
罪
を

告
訴
・
告
発
し
た
人
か
ら
、
検
察
官
の

不
起
訴
処
分
を
不
服
と
し
て
、
検
察
審

査
会
に
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
、
審
査

を
始
め
ま
す
。
ま
た
、
検
察
審
査
会

は
、
被
害
者
な
ど
か
ら
の
申
立
て
が
な

く
と
も
、
進
ん
で
検
察
官
が
不
起
訴
に

し
た
郵
件
を
取
り
上
げ
て
審
査
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

。
相
談
や
申
立
て
に
つ
い
て
の
費
用

は
一
切
無
料
で
す
。

。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
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作品は中央公民館に展示します

70歳に諾ったらし：

健康手帳（医蕉
1受給者証）の申申

請を福祉課にも

ま－し憲う。（保険∴

！証、印鑑を持婁）∴

強
　
靭
　
怒
∴
也

目
口
弁
言
出

家
庭
の
日
・

オ
ア
シ
ス
運
動
の

ポ
ス
タ
ー
と
作
文
を

募
集
し
て
い
ま
す

遠
賀
町
青
少
年
育
成
町
民
会
頚
で
は

本
年
度
も
、
「
家
庭
の
日
・
オ
ア
シ
ス

運
動
」
の
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
を
募
集
し

ます。ポ
ス
タ
ー
は
、
四
つ
切
り
画
用
紙

に
、
作
文
は
四
百
字
藷
め
原
稿
用
紙
三

枚
以
内
に
収
め
て
、
八
月
三
十
一
日
（

金
）
ま
で
に
、
中
央
公
民
館
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す。

消

費

生

活

相

麟

毎
月
第
四
金
昭
日
に
消
費
生
活
相
談

日
を
設
置
し
、
消
費
生
活
全
般
に
わ
た

る
悩
み
、
苦
情
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

「
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
ろ
苦
情
」

「
物
品
購
入
支
払
い
に
関
す
る
問
題
」

な
ど
、
お
気
経
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
8
月
2
4
日
（
金
）

1
3
時
0
0
分
～
1
6
時

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館
嫁
の
聞

▽
相
報
復
　
浦
賀
生
活
相
談
員

林
　
　
初
代
（
尾
崎
）

別
田
美
代
子
（
広
渡
）

福
岡
県
職
員
採
用
試
験

＜
初
級
・
中
級
∨

▽
試
験
日
　
昭
和
5
0
年
1
0
月
2
1
日
（
日
）

▽
受
付
期
間
　
9
月
1
日
～
1
4
日

▽
試
験
の
種
類
と
区
分
、
採
用
予
定
数

。
初
級
＝
一
般
事
務
A
・
B
（
各
約

二
十
人
）
　
警
察
専
務
女
子
（
約

十
五
人
）
　
土
木
（
若
干
）
　
建

築
（
若
干
）
　
農
薬
土
木
（
若
干
）

林
業
（
若
干
）

。
中
級
＝
行
政
事
務
（
約
五
十
人
）

技
能
向
上
訓
練
生
募
集

働
い
て
い
る
人
々
の
「
知
識
・
技
能

の
向
上
」
の
た
め
技
能
検
定
等
各
種
資

格
取
得
準
備
話
習
会
を
開
い
て
い
ま
す

▽
講
習
実
施
料
　
鋳
造
科
、
機
械
科
、

仕
上
科
、
板
金
科
、
溶
接

科
、
笹
気
工
事
料
、
配
借

料
、
製
缶
科

∇
コ
ー
ス
　
。
土
・
日
コ
ー
ス

。
平
日
昼
間
コ
ー
ス

o
平
日
夜
間
コ
ー
ス

∇
受
講
料
　
無
料
－
四
万
円

詳
細
に
つ
い
て
は
、
八
億
西
区
穴
生

三
丁
目
五
番
一
号
　
八
幡
技
能
開
発
セ

シ
タ
ー
　
範
（
6
4
1
）
　
4
9
0
6
へ

ど
う
ぞ
。能

力
再
開
発
訓
練
生
募
集

八
幡
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
熊

転
職
者
な
ど
の
人
を
対
象
に
、
新
た
な

職
業
に
就
く
の
は
必
要
な
技
能
を
習
得

す
る
た
め
の
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い

ます。
⑥
1
0
月
期
入
所
牛

∇
訓
練
科
目
と
定
員

o
溶
接
科
（
二
十
五
人
）
　
o
電
気
丁

専
科
（
三
十
人
）
。
配
傍
科
（
二
子

五人）

∇
募
集
締
切
　
8
月
2
4
月
ま
で

◎
1
2
月
期
入
所
生

∇
訓
練
科
日
と
定
貝

o
仕
上
科
（
二
十
五
人
）
。
板
金
科

（
二
十
五
人
）
。
製
カ
ン
科
（
二
十

五人）

▽
募
集
期
間
　
1
0
月
1
日
－
日
月
2
日

訓
練
期
間
は
各
科
と
も
一
年
間

サ
ン
ケ
イ
新
聞

奨
学
生
募
集

▽
応
募
資
格
　
京
阪
神
、
奈
良
、
和
歌

山
、
滋
賀
の
大
学
、
専
門
（
専
修
、

各
種
）
学
校
、
予
傭
校
（
宅
狼
も
可
）

へ
通
学
を
希
望
す
る
2
5
歳
以
下
の
男

，子
▽
制
度
の
焼
要

o
月
収
は
十
一
万
八
千
円

・
学
資
の
前
借
り
は
無
利
息
で
、
最

高
二
百
五
十
八
万
円
（
四
年
制
大

学
の
場
合
）
ま
で

。
特
別
奨
学
金
三
－
六
万
円
を
冬
休

み
に
支
給
　
。
週
休
制
実
施

。
サ
ン
ケ
イ
だ
け
の
特
別
育
英
制
度

あ
り
　
o
都
塵
は
個
室
（
無
料
）

。
仕
事
は
配
達
だ
け
で
一
日
五
時
閉

館
細
に
つ
い
て
は
、
〒
鮒
　
大
阪
市

北
区
梅
田
二
十
日
四
番
九
号
　
サ
ン
ケ

イ
新
関
奨
学
会
へ
ど
う
ぞ
。

君

も

参

加

し

な

　

い

9

体

験

入

隊

と

体

験

搭

乗

。
初
級
＝
昭
和
3
6
年
4
月
2
日
－
昭

和
4
2
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

o
中
級
＝
昭
和
鈍
年
1
月
2
日
－
昭

和
4
0
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県
人
事
委

員
会
事
務
局
任
用
諜
任
用
試
験
係
　
舘

0

9

2

（

6

1

1

）

3

8

8

3

へ

ど

う

ぞ。

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
で
は
、
基
地

近
郊
の
み
な
さ
ん
と
つ
、
く
ユ
ニ
ケ
ー
ン

∋
ン
を
図
る
た
め
、
夏
休
み
を
利
用
し

て
次
の
行
革
を
行
い
ま
す
。

体
験
入
隙
（
航
空
教
室
）

▽
期
　
間
　
8
月
1
6
日
－
1
8
日

▽
場
　
所
　
芦
屋
基
地

▽
資
　
格
　
中
学
宅
、
萄
段
位
の
男
子

約
三
十
人
（
食
事
代
等
の

実
費
が
必
要
）

体
験
漕
桑
（
Y
S
I
l
l
型
機
）

▽
日
　
時
　
8
月
1
7
日
の
午
前
中

▽
定
　
員
　
百
二
十
人

詳
細
に
つ
い
て
は
、
芦
屋
基
地
渉
外

室
∴
舘
（
2
2
3
）
0
9
8
1
へ
ど
う

ぞ。



（5）餉西の餌　　　　　　　　　　　　　第344号

7月15日（日）、遠賀中学校プールで第

2回遠賀町民体育大会水泳続投が夏空
の下で盛大に開かれました。各種目別

優勝者は次のとおりです。

「泳げるようになりました」院窓墟　‾‾‾患重義嘉 　　一水泳教室一撫／章子蜜㌶崇高諒 7月7日から8月5日までの土曜日と日曜日、町内三小名（潔駕／譲／縫う／’／Z 学校のプールで水泳教室を開きました。各小学校とも100はふ細田回姐／t堰獲り腿 

名以上の脂が集まり、あずか三日間づつの教室でしたが　監犀星盟霊媒苦闘田　　榔－」 

∴∴「「∴：∴：∴：∴∴：÷∵平℡蘭書町∴∴ 

王宮：∴　　　　　　霊∴∴∴書 　　　　　　「めざせ、東洋の魔女」 

三＼躍緊躍∵器豊詩宗蒜三ル 　当日集まった小学四年一六年まで約80名の豆アタッカー 　達はベテランコーチの指導でメキメ辛と腕を上げていま 　した。 

第
2
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

8
（
1
0
歳
以
下
）
　
自
（
自
由
形
）

C
（
1
1
・
1
2
歳
）
　
平
（
平
泳
）

水
　
泳
∴
競
　
技

B
男
子
5
0
m
自
・
武
田
大
輔
（
別
府
）

同
女
子
・
安
部
千
鶴
（
別
府
）
　
C
男

子
M
 
m
自
・
近
殺
真
吾
（
上
別
府
）

同
女
子
・
石
橋
美
保
（
尾
崎
）
　
D
男

子
棚
m
自
・
近
絃
芳
郎
（
上
別
府
）

3
1
践
～
3
5
歳
的
m
白
・
官
職
敏
昭
　
（

新
町
）
　
同
5
0
歳
～
5
5
歳
・
山
崎
昭
男

（
松
ノ
本
）
　
B
男
子
5
0
m
平
・
武
田

大
桶
（
別
府
）
　
同
女
子
・
添
田
さ
や

か
　
（
松
ノ
本
）
　
C
男
子
5
0
m
乎
・
中

嶋
俊
徳
（
別
府
）
　
同
女
子
・
石
橋
美

D
（
1
3
・
1
4
歳
）
　
背
へ
背
泳
）

パ
（
バ
タ
フ
ラ
イ
）

保
（
尾
崎
）
　
D
男
子
m
m
平
・
伊
藤

善
後
（
東
和
苑
）
　
同
女
子
・
篠
村
君

代
（
東
和
苑
）
　
3
1
歳
～
3
5
歳
5
0
m
平

宮
路
敏
昭
（
新
町
）
　
5
0
歳
1
5
5
践
5
0

m
平
・
山
崎
昭
男
（
松
ノ
本
）
　
C
男

子
5
0
m
バ
・
原
　
昌
也
（
松
ノ
本
）

同
D
・
近
松
芳
朗
へ
上
別
府
）
　
B
男

子
的
m
背
・
安
部
真
介
へ
別
席
）
　
同

女
子
・
添
田
さ
や
か
（
松
ノ
本
）
　
C

男
子
5
0
m
背
・
近
松
真
吾
（
上
別
府
）

D
男
子
恥
m
背
・
江
島
也
寸
志
（
秘
ノ

本）

▲
3
＜
暮
▲
生
＜
暮
▲
鈎
（
坐
＜
強
▲
登
＜
種
＾
暮
＜
暮
▲
紗
＾
登
＾
お
人
9
《
坐
＾
3
＾
登
＜
種
＜
暮
＜
ざ
＜
お
人
登
＜
種
▲
坐
＾
強
▲
g
A
種
▲
録
▲
3
＾
暮
▲
鈎
▲
純
金
＜
お
金
《
3
＜
種
▲
坐
＜
お
《
9
△
一
▲
坐
金
＾
お
＜
ジ

お
い
し
い
料
理
を
食
卓
へ

墨
絵
の
美
し
さ
に
引
か
れ

－
遠
賀
豊
水
会
－

現
在
、
中
央
公
民
館
で
は
い
ろ
い

ろ
な
ク
ラ
ブ
や
教
室
が
活
動
し
、
生

活
の
潤
い
と
楽
し
み
を
求
め
熱
心
に

学
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
料
理
教

室
は
毎
月
第
二
木
眼
目
の
午
前
九
時

か
ら
十
二
時
ま
で
調
理
実
習
室
で
家

族
に
栄
裳
の
あ
る
も
の
を
と
、
を
ご

や
か
な
中
に
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
会
員
は
現
狂
二
十
七
名
で

す。

ま
た
、
量
水
会
は
高
令
老
学
級
（

寿
大
学
）
の
卒
業
生
で
作
っ
た
会
で

会
員
は
十
一
名
、
毎
月
第
二
・
四
木

曜
日
の
午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で

和
室
で
絵
筆
を
動
か
し
て
い
ま
す
。



県大会めざしてガン　バレ．／

「
こ
れ
か
ら
が
本
番
、
県
大
会
に

向
け
訓
練
を
重
ね
、
操
作
員
一
丸

と
な
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
力

強
く
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
ポ
ン
プ
車
摸
法
」
と
は
、
火

災
時
に
お
け
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
で
の
現
場
出
勤
時
か
ら
水
利
確

保
、
第
一
線
、
第
二
線
（
ホ
ー
ス

各
三
本
）
延
長
放
水
そ
し
て
火
災

鎮
火
後
に
お
け
る
使
用
消
防
器
材

の
収
納
ま
で
を
い
か
に
短
時
間

で
、
明
確
な
指
令
、
伝
達
及
び
規

律
正
し
い
共
同
操
作
が
で
き
る
か

を
競
い
合
う
も
の
で
す
。

選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
県
大
会

で
上
位
入
賞
を
目
標
に
郡
消
防
署

貝
、
固
辞
都
の
指
導
の
も
と
で
苦

し
い
訓
練
に
耐
え
て
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。

千
億
・
ゴ
ム
驚
1
卜
大
会
を

賀
な
し
ま
す

自
然
教
室
を
実
施
し
て

－
　
島
　
門
　
小
　
学
　
校
　
－

毎
年
一
回
、
芦
屋
競
走
場
で
ゴ
ム
ボ

ー
ト
大
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

子
供
た
ち
に
気
軽
に
楽
し
く
水
に
親
し

み
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
活
動
の
振
興
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
今
年
も
、
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
8
月
1
9
日
（
日
）
　
（
雨
天

の
場
合
は
順
延
）

9
時
－
1
2
時

▽
場
　
所
　
芦
屋
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場

▽
対
　
象
　
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
の

こ
と
）

▽
受
　
付
　
当
日
の
8
時
5
0
分
か
ら
u

時
0
0
分
ま
で

五
百
人
に
な
り
し
だ
い
締
切
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
芦
屋
競
走
場
管

理
課
企
画
係
　
㊨
（
2
2
3
）
0
5
8

1
へ
ど
う
ぞ
。

「
な
わ
を
足
の
親
指
で
し
っ
か
り
固

定
し
て
」
　
「
花
び
ら
一
枚
一
枚
て
い
ね

い
に
」
み
ん
な
日
を
郎
か
せ
て
、
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

実
は
、
こ
れ
は
七
月
中
旬
の
四
日

間
、
六
年
生
が
県
立
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
で
実
施
し
た
自
然
教
室
の
一
助
桶
で

す。

こ
の
自
然
教
室
は
、
町
の
方
針
で
あ

る
「
豊
か
な
心
づ
く
り
」
の
一
環
と
し

て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
研
修
内
容
は

若
杉
山
登
山
・
川
遊
び
・
映
写
会
・
キ

ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ヒ
ス
な
ど
、
盛
り
た
く

さ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
特
に

印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
が
先
生
と
な
っ
て
、
教
師
も

子
供
と
と
も
に
学
ん
だ
竹
と
ん
ぼ
・
な

わ
な
い
・
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
作
り
な

ど
で
す
。
大
人
も
子
供
も
一
体
と
な
っ

て

い

き

い

き

と

過

ご

し

た

一

日

で

し

た。

こ
の
自
然
教
室
を
通
し
て
痛
切
に
感

じ
た
こ
と
は
、
子
供
の
成
長
の
た
め
に

は
、
親
（
家
庭
）
と
教
師
（
学
校
）
の

コ
う
、
ユ
一
一
ケ
ー
シ
∋
ン
が
い
か
に
大
切

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
三
河
四
日
の
自

然
数
室
は
、
大
き
な
収
幾
が
あ
り
ま
し

＜中尾＞



（7）　僅⑭西め彿　　　　　　　　　　　　　　第344号

鴎、‾　　　　環，専一ぷ一輝

義経三宅壷三議

続
畦
速
賀
町
文
増
す
散
歩

初
夏
の
馬
頭
岳

虫
生
津
の
白
水
で
パ
ス
を
降
り
る
。

水
が
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
白
水
用

は
草
が
茂
っ
て
い
る
ば
か
り
。

川
に
沿
っ
て
、
東
町
、
西
町
を
す
ぎ

る
と
「
芙
蓉
団
地
」
の
元
気
そ
う
な
家

並
が
見
え
て
く
る
。

山
手
線
を
渡
り
、
遠
賀
霊
園
の
下
か

ら
山
に
向
か
っ
て
、
田
圃
道
を
す
す
む

倉
谷
下
池
は
夏
も
冬
も
滴
々
と
水
を

た
た
え
て
い
ろ
。
こ
れ
だ
け
の
水
は
、

ど
こ
か
ら
湧
い
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
、

と
思
わ
れ
ろ
。

池
の
上
手
か
ら
松
林
の
中
を
登
っ
て

ゆ
く
と
大
谷
へ
空
ろ
の
だ
が
、
今
日
は

右
手
の
坂
を
の
ほ
ろ
。

山
友
会
の
人
た
ち
が
建
て
た
と
聞
く

「
馬
頭
岳
」
の
道
標
が
、
心
な
し
か
明

ろ
く
朝
の
ひ
か
り
を

反
射
す
る
。
道
の
工

事
が
な
さ
れ
て
い
て

側
鴻
用
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
が
散
ら
ば
り
、

セ
メ
ン
ト
ミ
キ
サ
ー

の
音
が
聞
こ
え
て
く

る
○

そ
こ
を
過
ぎ
て
、

茂
み
を
抜
け
る
と
上

池
に
出
ろ
。
ゴ
ル
フ

場
の
工
事
の
時
に
山

う
ぐ
い
す
が
棲
ん
で
人
里
遠
く
い
る

㈲
　
新
緑
の
陽
袈
涼
し
く
う
ぐ
い
す
が

雑
木
林
を
ぬ
け
る
と
急
に
明
る
い
道

五
月
十
七
日
か
ら
二
週
間
、
「
福
岡
県
昔
年
の
船
」
が
郷
土
発
展
の
た

め
に
努
力
す
る
健
全
な
背
年
の
育
成
を
目
的
と
し
て
中
華
人
民
共
和
国
を

訪
問
し
、
遠
賀
町
か
ら
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
か
ら
三
回
シ
リ
ー
．
ス
で
中
国
訪
問
の
感
想
文
を
掲
減
し
ま
す
。
今

回
は
、
鰭
木
順
子
き
ん
の
感
想
で
す
。

欝
帝
国
回
国
輪
羅
　
⑤

「
福
岡
県
膏
年
の
船
」
に
乗
船
し
て

青
　
木
　
順
　
子
　
　
　
は
洗
た
く
物
や
ふ
と
ん
が
は
し
て
あ
っ

崩
れ
で
こ
の
池
が
埋
ま
っ
た
話
は
聞
い

て
い
た
が
、
こ
う
し
て
復
旧
工
部
が
な

さ
れ
周
囲
の
景
色
も
、
や
っ
と
落
ち
つ

い
た
感
が
あ
る
。

池
の
水
面
は
ホ
テ
ィ
草
の
枯
れ
た
茎

が
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
広
が
っ
て
、
こ
れ

が
池
か
と
思
わ
せ

ろ
o

ふ
と
気
が
つ
く

と
、
ウ
グ
イ
ス
の

美
し
い
声
が
谷
を

渡
っ
て
く
る
。
し

ば
ら
く
そ
の
唄
に

酔
っ
て
、
登
り
の

足
も
い
つ
か
と
ま

っ
て
い
た
。

に
な
る
。

木
々
の
裾
の
雑
草
に
ま
じ
っ
て
鮮
紅

色
の
山
ツ
ツ
ジ
が
目
を
う
は
う
。
陽
た

ま
り
で
は
木
苺
の
花
が
白
く
あ
ざ
や
か

に
う
か
ん
で
見
え
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
は
も
う
賛
色
い
実
も
か
が
や
い
て
い

ろ
o

一
つ
二
つ
口
に
す
る
と
自
然
の
味
が

舌
に
お
ど
る
。

雑
木
林
を
ぬ
け
ろ
ひ
か
り
に
椎
の
花

琶
原
の
人
よ
り
は
や
く
蒸
れ
ろ
壇

や
が
て
尾
根
道
に
出
る
と
、
こ
こ
に

も
あ
た
ら
し
い
道
標
が
目
に
つ
く
。
「

左
馬
頭
岳
」
の
字
に
元
気
づ
い
て
広
い

尾
根
を
、
す
こ
し
下
り
、
ま
た
一
つ
の

ピ
ー
ク
を
越
し
て
、
め
ざ
す
二
〇
七
メ

ー
ト
ル
の
地
点
に
つ
く
。
雑
木
が
茂
っ

て
展
望
は
わ
る
い
。
（
片
山
花
御
史
）

二
週
間
、
あ
ま
り
め
ま
く
る
し
く
、

感
動
が
い
っ
は
い
で
し
た
の
で
、
い
ざ

帰
っ
て
感
想
を
と
い
わ
れ
る
と
い
っ
も

何
と
い
え
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
乗

船
し
て
か
ら
の
こ
と
を
簡
単
に
日
記
ふ

う
に
思
い
出
を
た
ど
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

＜
博
多
港
出
航
∨
　
別
れ
の
紙
テ
ー

プ
が
風
に
舞
う
。
あ
と
の
請
除
は
誰
が

す
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
、
あ
ざ

や
か
な
色
テ
ー
プ
の
乱
舞
に
我
を
忘
れ

∧
船
内
生
活
そ
の
①
＞
天
気
快
晴
、

渡
し
す
か
。
船
の
食
事
は
と
て
も
豪

華
。
こ
れ
で
研
修
さ
え
な
け
れ
ば
い
い

ん
だ
が
…
‥

＜
上
海
＞
　
い
よ
い
よ
上
陸
。
バ
ス

は
警
笛
な
ら
し
て
つ
っ
走
る
。
通
り
に

て
い
さ
さ
か
外
観
悲
し
。
た
だ
し
ご
み

は
ど
こ
に
も
み
あ
た
ら
な
い
。

＜
無
錫
∨
　
四
時
頃
起
床
。
汽
車
で

二
時
間
の
無
錫
に
つ
く
。
も
の
す
ご
い

歓
迎
ほ
て
れ
な
が
ら
も
う
れ
し
い
。
ホ

テ
ル
は
太
湖
を
臨
み
、
す
は
ら
し
い
。

＜
船
内
生
活
そ
の
⑪
＞
た
い
し
て
ゆ

れ
て
も
な
い
の
に
船
酔
い
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
な
ん
で
あ
ん
た
は
な
ら
な
い

の
よ
引

＜
疲
門
V
　
碧
く
そ
う
そ
う
近
く
の

風
で
射
撃
演
習
が
あ
っ
て
い
た
の
で
少

し
あ
せ
っ
た
。
上
海
や
無
銘
で
は
人
民

服
と
い
う
か
、
地
味
は
服
装
の
人
は
か

り
だ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
い
く
ら
か
は

で
。
子
供
は
ど
こ
で
も
か
わ
い
か
っ
だ

大
人
に
比
べ
、
子
供
の
服
装
は
み
な
あ

ざ
や
か
で
個
性
的
。

＜
船
内
生
活
そ
の
⑪
＞
船
ま
つ
り
、

グ
ッ
ド
バ
イ
・
ハ
ー
テ
ィ
ー
と
行
事
は

続
き
、
田
本
は
い
よ
い
よ
近
づ
く
。

＜
下
船
＞
　
帰
国
、
そ
し
て
別
れ
、

多
少
ク
サ
か
っ
だ
が
雰
囲
気
で
泣
い
て

し
ま
う
。
家
で
食
べ
た
と
こ
ろ
て
ん
が

お
い
し
く
、
「
あ
あ
、
帰
っ
て
き
た
の

だ
な
」
と
実
感
し
た
。
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植物観察と押し花

寡聞Ⅲ溜囲欄間

皿形を整えて週刊

誌などにはさむ

国家に帰ってから

重しを乗せて乾か

す

シートベルトが
あなたの命を救います

（シートベルト朋推進月ゆ
7月1日－8月訓日

シート／ヾルトの着用の効果
●絹、し誌詰め震畳鰯襲撃。
●羊議書鷺茎義経誌響享。

野や山へ出かけたら、植物採集

をしてみましょう。なにげなく咲

いている小さな草花たちも、手に

取ってよく見れば、みんな個性あ

るN顔〝をしてますよ。

韓閥田園旧聞閣閥閥関

①花をつけている草花から始める

ほうが、親しみがあってよいで

しょう。

②巻き尺で草花の高さを計るむと
して、はえている様子をメ干し

ましょう。

③採集した場所、月日、名前など

をメモしきしよう。

④名前の分からないものは、図か

んで溺べます。花、葉、茎が手

がかIlです。

⑤ビニール袋に入れて持ち帰り、

標本にしましよう。

団よく乾いたら台　　　　囲本のしおりなど

轟露

図回

分
達
で
名
前
を
調
べ
て
ヨ
モ

ギ

、

シ

ロ

ツ

メ

ク

サ

、

エ

ノ

コ
ロ
草
と
次
々
に
で
き
あ
が

り
で
す
。
「
身
近
な
草
花
に

親
し
む
こ
と
か
ら
自
然
を
愛

す
る
心
を
襲
い
た
い
と
始
め

ま
し
た
。
こ
の
次
は
秋
の
革

花
を
集
め
る
予
定
で
す
」
と

担
任
の
宮
本
先
生
は
話
さ
れ

ま
し
た
。

集
し
て
き
た
も
の
で
す
。
白
一

遠
賀
川
保
育
園
の
星
組
で

は
、
二
か
月
か
か
り
で
夏
の

草
花
の
押
し
花
を
作
っ
て
い

ま
す
。
今
日
は
台
紙
に
は
っ

て
完
成
の
日
、
約
月
み
ん
な

で
西
川
の
土
手
に
行
っ
て
採

∴

　

牒

「
先
生
、
き
れ
い
に
で
き
た
／
」

～

押

し

花

で

自

然

に

親

し

む

遠
賀
川
保
育
園
児
－
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鰹i圏陸田臨

i　　　　広渡1261若鮎

…　松本えりかちゃん

…（掌が掌さんの長女）
き　　昭和58年11月21日生

書　えりかは、夏パテ知らずでと

きっても元気なの。毎日良く食べ
昌良い子で遊ぶから、ママは大宮

喜び。お外が大好きだから、早く
…アンヨがでさてお外で遊びたい
言は－。
凱iiiu…，●dIuI”．…i”illi一間Ii…柄．…間柄！，it

▽　　　　▽　▽　▽　▽　　▽　▽

科　　　　内　持　対現　　時期
参　象

金　　　　容患　者所

若松捕5番地
0人，と

岡村　兼信くん

（葉婆さんの瑚）
昭和58年11月9日生

草に乗ったらすぐギアーをさ
わるので、お父さん「草が好き
だぞ早く大きくなれ」って。一緒

ICラリーに出たいんだってさ。

待っててね。すぐ大きくなるよ。
でもその頃、お父さん9歳…。

食中毒にご励む
食品衛生週間／8月6日～12日

く食中毒の大部分は細蜜で起こる〉

最近の食中毒統計によれば、全

国で年間約1，000件の食中毒事故

が発生しています。原因となった

物質が判明した事故では、腸炎ビ

ブリオ、ブドウ球菌、サルモネラ

などの食中毒細菌が8－9割を占

めています。

く夏場に多し、食中毒〉

夏場の高温多湿といった気候は、

これら細菌の増苑に適しています。

このため、7月、8月、9月の3

か月間に発生する食中毒は年間発

生件数の約6割を占めており、こ

の時期は食品の衛生的な取扱いに

特に注意する心裏があります。

く食中毒予防のためには〉
一般にカどの生えた食品や腐っ

たものを食べなければ食中毒には

ならないと思われていますが食

中毒細菌は増殖しても色やにおい

に変化はなく、知らずに食べて発

病する場合がほとんどです。

したがって、食中毒を予防する

ためには次のようなことが重要で

す。

①細菌を食品に付着させないこと

②早目に食べること

③殺菌のため十分に加熟し、保有

する場合は必ず10度以下で冷蔵し

ておくこと

これらをまとめて食中毒予防の

3原則、①清潔　②しん遼　③加

熱または冷却といっています。

く撮炎ビブリオ、

ブドウ球菌、サルモネラ〉

腸炎ビブリオは、夏場に日本近

海でとれる魚介類には必ず付着し

ているので、水でよく洗い、調理

したらすくに食べること。ブドウ

球菌は身体の表面や鼻の中に付着

しているので手をよく洗うこと。

サルモネラは生肉などに付着して

いるのでよく加熱すること。これ

らが、食中毒予防のポイントです。

さらに、ネズミ、ゴキブリなどを

駆除して台所を清潔にし、まな板、

ふきん、包丁などの調理霊異も常

にきれいなものを使用することが

大事です。

く
だ
さ
い
。

役
場
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
受
領
者
）

新
生
児
の
扱
い
方

入
浴
指
導

母
子
手
態
交
付

無
料

目
　
8
月
2
8
日
（
火
）

聞
　
9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で

▽
申
込
先
　
役
場
保
健
衛
生
係

＄

（

2

9

3

）

1

2

3

4

8
月
0
0
日
（
月
）

9
時
5
0
分
か
ら
1
0
時
0
0
分

の
間
に
お
い
で
く
だ
さ
い

役
場
保
健
室

生
後
3
～
1
2
カ
月
児

母
子
健
康
手
際

バ
ス
タ
オ
ル

▽
内
　
容
　
体
重
・
身
長
等
の
測
定

部
乳
食
等
の
相
談

▽
料
　
金
　
無
料

◎
検
診

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
揚
∴
所

▽
申
込
期
間

▽
申
込
方
法

▽
定
　
員

▽
料
　
金

▽
持
参
品

9
月
5
日
（
水
）

9
月
6
日
（
木
）

9
月
0
0
日
（
月
）

受
付
　
8
時
4
0
分
～
1
0
時

0
0
分
　
検
査
　
9
時
か
ら

中
央
公
民
館

8
月
1
7
日
（
金
）
か
ら

定
員
に
な
り
し
だ
い
締

切。直
接
本
人
か
ら
の
密
語

に
よ
る
申
込
み
。

百
八
十
名
（
一
日
各
六
十

名）五
百
円
（
当
日
）

印
鑑

繕
糠
霊
悪
罵
※

胃
ガ
ン
検
診

申
込
み
受
付
開
始



（10）公田筋の彿

の発生原因にもなり皆さん方の日常

生活に密着していろものです。住み
よい生活環境をつくるため、投げ治

即納‘㌫㌻琵i“㌻胴mmiii嘗

i　　回収運動軸朋i

上蓋護憲蒜…
てを止め・家まで持ち帰るよう跡i
けましょう。

主催福岡県地区衛生連合会　　i
！後援　福岡県・県市長会・県町村会　…
露．●ノヽ′，調mMm．｛′）・同心′レヽ′miMUヽnmh′｝ヽmノ）へ′調隊ノJ

6 �3 �10 月 1 �29 �28 �26 ��17 �14 �13 �12 �7 �9 月 3 ��31 ��29 �27 �24 �22 �8 月 21 ��期 日 

目 �日 �日 �日 �日 �日 ��日 �日 �日 �日 �日 �日 ��日 ��日 �日 �日 �日 �日 

土 �水 �月 �土 �金 �水 ��月 �金 �木 �水 �金 �月 ��金 ��水 �月 �金 �水 �火 ��曜 

9 00 �9 00 �9 00 �9 00 �9 �13 �9 �9 �9 00 �9 00 �9 00 �9 �13 �9 �13 �9 �9 �9 00 �9 00 �9 �13 �9 �受 付 時 

00 �00 �00 �00 ����00 �00 �00 �00 �00 �00 ���00 �00 �00 

1 �1 �〉 �1 �〈 �〈 �I �〉 �（ �ー �I �（ �1 �I �ー �I �（ �1 �I �〉 �I �ー 

15 30 新 町 公 民 �11 00 �15 30 新 町 公 民 �15 30 �15 �15 �11 �15 �15 30 虫 生 �15 30 �11 00 東 �15 �15 �11 �15 �11 �15 �15 30 �15 30 �15 �15 �：11 

30 浅 本 渡 木 �30 �00 西 �30 ����30 �30 老 �00 �30 中 �00 �30 別 府 ���30 鬼 津 �30 �00 島 津 車 ；官 � 

今 古 ��東 和 ��美 ��遠 賀 lii ��木 守 ��若上 薬別 台府 ��旧 隼 ��広 波 ��尾 崎 �松 ノ 本 ��若 ��地 区 

賀 ��苑 ��蕃 �町 西 町 ��津 虫 生 津 ��町 東 町 ��良 老 良 ��央 ��千 代 丸 別 府 ��緑 光 苑 松 ノ 本 ��松 若 松 ��名 鳩 

会 費 ��浅 木 ��芙 蓉 ��公 民 ��木 守 ��上 別 府 ��直 情 �広 波 公 民 ���尼 崎 ��鬼 津 ��；島 置 

館 別 �公 民 �館 別 �公 民 �公 民 �集 会 ：云 �公 民 �館 別 �公 民 �公 民 �公 民 �公 民 �公 民 �公 民 ���公 民 �公 民 �公 民 �公 民 �公 民 館 �公 民 館 �所 

館 �館 �館 �館 �館 �所 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 �館 ��館 �館 �館 �館 

（
国
風
胤
閤
∪

コ
レ
ラ
防
疫
対
策

行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、
海
外
へ

の
旅
行
者
も
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
東

南
ア
ジ
ア
等
の
コ
レ
ラ
汚
染
地
域
や
流

行
蝕
と
の
往
来
も
増
加
し
て
お
り
ま

す。
こ
れ
ら
の
汚
染
地
域
等
へ
旅
行
さ
れ

る
方
は
、
次
の
注
意
事
項
を
守
っ
て
頂

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

。
現
地
で
の
、
な
ま
水
、
な
ま
物
は
絶

対
に
と
ら
な
い

。
暴
飲
暴
食
は
、
つ
つ
し
む

。
手
洗
い
を
励
行
す
る

。
不
衛
生
な
場
所
へ
は
、
立
寄
ら
な
い

e
体
調
の
悪
い
時
は
、
無
理
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
控
え
る

o
煩
国
時
の
検
疫
に
際
し
て
は
、
体
調

の
異
常
の
有
無
を
正
確
に
申
告
す
る

老
人
保
健
法
に
よ
る
保
健
事
業
と
併
せ
て
町
民
の
健

康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
4
0
歳
以
上
を
対
象
に
健
康

診
盃
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

▽
期
日
と
場
所
　
下
表
の
と
お
り

▽
対
象
者
　
昭
和
2
0
年
4
月
1
日
以
前
の
出
生
吉

▽
検
診
内
容

一
次
験
珍
　
問
診
・
身
体
計
測
・
血
圧
・
検
尿
・
理

学
検
査
・
乳
ガ
ン
触
診
（
希
望
者
の
み
）

二
次
檎
診
　
循
環
器
・
貧
血
・
肝
械
能
・
負
荷
血
糖

一
次
検
診
の
結
果
、
糊
密
検
査
（
二
次
検
診
）
を
指

示
さ
れ
た
方
は
、
引
続
き
検
査
を
行
い
ま
す
。
二
次
検

診
は
、
五
百
円
の
個
人
負
担
と
在
り
ま
す
。
た
だ
し
7
0

歳
以
上
の
老
人
、
6
5
歳
か
ら
的
歳
ま
で
の
身
膵
暑
、
生

保
世
帯
、
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
費
用
免
除
と
な
り
ま

す。▽
持
参
品
　
健
康
診
査
問
診
票
（
昨
年
受
診
さ
れ
た
方

及
び
本
年
度
四
月
一
日
ま
で
に
新
た
に
年
齢
該
当
に

な
っ
た
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
配
布
し
ま
す
。
昨
年
問

診
票
を
受
け
取
ら
れ
受
診
さ
れ
を
か
っ
た
方
は
、
忘

れ
を
い
よ
う
に
問
診
票
を
詩
参
く
だ
さ
い
）

・
健
康
手
帳

▽
注
意
事
項

・
検
査
の
都
合
に
よ
り
午
前
中
受
診
の
方
は
「
朝
食
」

を
、
午
後
受
診
の
方
は
「
昼
食
」
を
と
ら
を
い
で
く

だ
さ
い
〇

・
服
装
は
前
開
き
で
脱
衣
し
や
す
い
も
の
を
善
用
し

て
く
だ
さ
い
。
（
和
服
は
さ
け
る
こ
と
）

▽
そ
の
他

・
指
定
検
診
日
に
受
診
で
き
な
い
方
は
、
他
の
地
区

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

・
検
診
終
了
後
、
食
退
会
（
緑
黄
会
）
の
試
食
を
提

供
し
ま
す
。

（
皆
補
講
評
議
0
0
分
）
で
す
o
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安

産

と

難

産

⑲

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

露

繹

⑤

米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
パ
ー
ー
ー
ー

教
授
の
「
艶
児
は
見
て
い
る
」
と
い
う

本
を
験
ん
で
、
興
書
と
衝
掌
を
禁
じ
得

ま
せ
ん
で
し
た
。

も
っ
と
も
で
す
。
と
こ
ろ
が
お
釈
迦

桜
は
五
千
年
の
昔
に
既
に
、
「
胎
児
氷

見
て
い
る
」
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
喝

破
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
腹
の
中
の
胎
児

は
耳
も
問
え
る
し
、
目
も
見
え
る
し
、

記
憶
も
あ
り
、
感
情
も
あ
り
、
心
も
あ

る
の
で
す
。
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
の

子
育
て
に
は
、
胎
教
と
い
っ
て
宇
宙
の

真
理
を
説
い
て
い
る
お
経
を
読
ん
だ
り

書
い
た
り
、
仏
像
を
描
い
た
り
彫
っ
た

り
す
ろ
こ
と
を
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん

を
一
叢
と
数
え
ら
れ
た
の
も
そ
の
た
め

です。仏
教
の
深
速
さ
に
は
篤
さ
ま
し
た
。

で
は
、
安
産
の
お
守
り
を
身
に
つ
け
て

い
る
と
な
ぜ
安
産
す
る
の
で
し
ょ
う
か

綜
局
は
信
仰
の
深
さ
に
よ
る
と
思
い

ま
す
。
仏
の
教
え
に
一
切
を
任
せ
て
い

る
と
き
は
、
精
神
は
安
定
し
、
無
用
の

邪
魔
が
介
入
せ
ず
分
娩
と
い
う
生
理
現

象
は
本
来
の
ま
ま
円
滑
に
進
ん
で
安
産

す
る
と
思
い
ま
す
。

お
釈
迦
様
が
さ
あ
ね
た
「
入
っ
た
も

の
は
必
ず
生
ま
れ
る
」
と
い
う
お
守
り

に
書
か
れ
た
費
理
は
、
今
日
の
医
学
は

「
パ
ン
に
し
ま
す
か
、
ラ
イ
ス
に

し

ま

す

か

L

 

I

。

レ

ス

ト

ラ

ン

で

洋
食
を
注
文
す
る
と
、
必
ず
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
受
け
ろ
こ
の
質
問
は
、

和
・
洋
食
、
中
華
と
、
ど
ん
な
副
食

に
も
合
う
ご
飯
の
特
技
を
よ
く
物
語

っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

日
本
人
の
食
事
は
主
食
と
副
食
の

区
別
が
は
っ
き
り

物
な
ど
も
鏡
宙
で
、
料
理
の
種
類
も
増

え
て
主
食
と
副
食
の
バ
ラ
ン
ス
は
非

常
に
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

主
食
で
あ
る
ご
飯
も
、
〝
副
食
相
互
間

の
つ
な
ぎ
役
〟
と
し
て
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

欧
米
議
団
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
日
本
型
食
空
清
の
バ
ラ
ン
ス

ど
鵬
諜
経
緯
士
が
「
言
っ
て
は
・
二
」
飯
と
お
か
ず
の
〟
調
和
〟
が

諜
盤
棚
露
諜
謙
語
塁
講
　
栄
養
の
偏
り
を
防
ぐ

人
か
ら
は
小
さ
い
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ

る
。
つ
ま
り
骨
盤
に
応
じ
た
太
さ
の
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
」
と
い
う
事
を
沢

山
の
妊
婦
さ
ん
の
骨
盤
と
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
の
体
重
と
を
対
比
し
っ
つ
発
見

さ
れ
ま
し
た
。
骨
盤
に
比
べ
て
児
頭
が

大
き
す
ぎ
て
産
道

を
通
過
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
は
、

も
と
も
と
起
ら
な

い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
結
局
、
小

畑
博
士
も
お
釈
迦

様
も
表
現
は
違
う

が
、
同
じ
こ
と
を

言
っ
て
い
る
の
で

す。

だ
め
に
副
食
を
と

り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
ご
飯
は
塩

か
ら
い
副
食
、
例
え
ば
み
そ
汁
、
梅

干
、
塩
辛
、
漬
物
な
ど
と
良
く
合
う

こ
と
か
ら
、
地
域
に
よ
っ
て
は
米
を

食
べ
す
ぎ
る
傾
向
に
あ
る
だ
け
で
な

く
、
塩
分
の
摂
取
量
が
非
常
に
高
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
ご

飯
を
食
べ
る
と
稿
血
庇
に
な
る
と
い

う
誤
解
が
生
ま
れ
な
の
で
す
。

副
食
相
互
間
の
〃
つ
な
ぎ
役
○

現
在
で
は
、
副
食
と
し
て
請
産
物

や
水
産
物
、
野
菜
な
ど
が
多
種
、

多
軌
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
果

の
良
さ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
副
食
を
つ

な
ぐ
ご
飯
が
支
え
で
い
る
の
で
す
。

で
は
、
具
体
的
に
ご
飯
を
中
心
と

し
た
食
生
活
の
良
い
点
を
挙
げ
て
み

ま
し
ょ
う
。

①
ご
飯
は
ど
ん
な
お
か
ず
と
も
良
く

②
ご
飯
そ
の
も
の
は
カ
ロ
リ
ー
が
低

い
の
で
、
潤
腹
感
を
得
で
も
カ
ロ

リ
ー
の
取
り
過
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る

③
ご
飯
に
は
良
質
の
タ
ン
パ
ク
貨
が

約
三
％
含
ま
れ
て
い
る

ご
飯
の
〝
適
量
り
は

一
日
約
六
杯

で
は
、
ご
飯
は
ど
れ
く
ら
い
食
べ

る
の
か
″
通
報
〟
な
の
で
し
ょ
う
か
。

だ
い
だ
い
の
目
安
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
〇

二
十
歳
台
の
成
人
男
子
の
場
合
、

一
日
約
．
一
千
五
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。
こ
の
う

ち
、
千
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
か
ら
千
五
百

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
穀
物
で
取
る
の
が

望
ま
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
ご
飯
で
取
る
と
す
る
と
、
茶
わ

ん
で
約
六
杯
（
約
千
二
百
五
十
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
）
　
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
ご
飯
を
ま
ず
食
べ
て
、

一
日
必
要
故
の
残
り
の
カ
ロ
リ
ー
は

バ
ラ
ン
ス
よ
く
副
食
で
　
－
　
こ
れ
が

栄
養
の
偏
り
を
防
ぐ
の
で
す
。
つ
ま

り
、
ご
飯
と
お
か
ず
の
〝
調
和
〟
に

こ
そ
望
ま
し
い
食
生
活
の
あ
り
方
が

あ
る
の
で
あ
っ
て
、
日
本
型
食
牛
活

で
は
、
ご
飯
が
良
質
の
植
物
性
タ
ン

パ
ク
質
の
供
給
源
で
あ
る
と
と
も
に
、

カ
ロ
リ
ー
取
り
過
ぎ
の
〝
歯
止
め
役
〟

と
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
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8月下期の遠賀町主要行事

日 �鴫 �行　　事　　内　　容 �時　　間 �実施会場 �担当係名 �目的及び主な対象等 �詳　細 

17 ） �金 ） �目ガン検診申込受付開始 � �役場保健衛 生係窓口 �保健衛生係 �定員になりしだい締切 �9ページ 

18 �土 �高齢者ゲートボール大会 出場申込締切日 �－17：00 �申込先 勤労者体育 センター �体　育　係 �大　会9月2日 監督会議8月23日 � 

20 �月 �乳　　児　　相　　殺 � �役場保健室 �保健衛生係 �生後3－12カ月児 �9ページ 

21 �火 �一　般∴健i療　診　査 � �島津公民館 �保健衛生係 �島津・道営 � 
若松公民館 ��若松 � 

22 �水 �一　般　健　康　診　査 � �鬼津公民館 �保健衛生係 �鬼津 �10ページ 

23 �木 �寿　　　　大　　　　学 � �中央公民館 �社会教育係 �若大学生 � 

実記ご忘）合同相談 � �公民館別館 �福　祉　係 �相談内容は⑱で料金無料 � 

24 �金 �一　般　健　康　診　査 � �松ノ木 公民館 �保健衛生係 �松ノ木 �10ページ 

線光苑 

民生児董委員会 � �役線 第2会議室 �福　祉　係 �民生児童委員 � 

消∴費　生　活　相　談 � �公民館別館 �産　業　係 �消費生活全般についての 苦情、質問を受けます。 �4ページ 

25 �土 �出　場　申　込　締切　日 �・－17：00 �申込先 勤労者体育 センター �体　育　係 �大　会9月9日 監督会謹8月30日 � 町制施行 20周年記念 夏まつり前夜祭 �18：00－ �絶命運動 公　田 � � �萎賞を 参　照 

19：30－・ ��� 

20；00・－ ���カラオケ大会 

26 �自 1 �町制施行 20周年記念 、夏まつり、 �8：30－ �絶命連動 公　田 � �小中学校合同運動会 � 

10：00－・ �中央公民館 � �記念式典 � 

運　賃Iii � �水上カーニバル � 

17：30－ �役場一穏全 章OIam � �記念パレード �参∴∴照 

18：30－ � � �町民音頭・町歌発表 � 

19：00－ �絶命運動 公　園 � �盆罵り大会 � 

21：00－ � � �競曲ショー � 

27 �月 �一　枝∴健∴康i診　査 � �尾崎公民館 1 �保健衛生係 �尾崎 �10ページ 

28 �i i火 】 �妊∴∴婦　　相　　談 �9：30 �役場保健室 �保健衛生係 �新生児の扱い方 入浴脂導 �9ページ 

29 �水 �一　般　僅∴康∴診　査 �函＝i講 �別府公民館 �保健衛生係 �上府・千代丸 �i i10ページ ） 

31 �金 �一　般　健　壊　診　査 � �瞭渡公民館 �保健衛生係 �広渡 �10ページ 
中央 


